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※上記表は変更になる場合がありますので、参加する前に必ず事務局までお問い合わせ下さい。(読)→読書会

《 日 程 表 》

月 火  水 木 金  土

2

9
大阪西成区炊き出し　　13:30-

16

中国語子供クラス      10:00-12:00

中国語大人クラス      13:00-15:00

23
(読経)《慈悲三昧水懺》

                      20:15-22:00

祈福感恩會            13:00入場

30
(読経)《地蔵経》      20:15-22:00

中国語子供クラス      10:00-12:00

中国語大人クラス      13:00-15:00

 

3
代々木炊き出し配布

            9:30集合

10

17
代々木炊き出し配布

            9:30集合

24
うらら障礙者昼食交流                                    

　　　　 10:00-13:00

31

4

11
大愛食堂お便當配布

       16:30-18:30

18

25
大愛食堂お便當配布

       16:30-18:30

5

12
(読)仏典系列

　       13:30-15:30

19
(読)仏典系列

　       13:30-15:30

  

26
(読経)《薬師経》              

          10:30-12:30

(読経)《薬師経》              

          10:30-12:30

(読)仏典系列

　       13:30-15:30

6
写経   13:30-15:30

手話   10:30-12:30

13

20
写経   13:30-15:30

27

7

14

21 
(読経)《慈悲三昧水懺》

　　　　　　20:15-22:00

28
(読経)《地蔵経》

            20:15-22:00

      

日
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1

8
大愛食堂お便當配布

       16:30-18:30

15

22
大愛食堂お便當配布

       16:30-18:30

3
写経　13:30-15:30

とうふく花園青山会

訪問　11:00-15:00

10
とうふく花園青山会

訪問　11:00-15:00

17
写経　13:30-15:30

24
写経　13:30-15:30

(読経)《薬師経》              

       10:30-12:30

(読経)《薬師経》              

       10:30-12:30

月 火  水 木 金  土

6
中国語大人クラス      13:00-15:00

13
大阪西成区炊き出し　　13:30-

20
中国語子供クラス      10:00-12:00

中国語大人クラス      13:00-15:00

27
中国語子供クラス      10:00-12:00

中国語大人クラス      13:00-15:00

(読経)《慈悲三昧水懺》20:15-22:00

7
代々木炊き出し配布  

    9:30集合

14

21
代々木炊き出し配布  

    9:30集合

28
うらら障礙者昼食交流                               

　　　　 10:00-13:00

2
(読)仏典系列

　       13:30-15:30

9
(読)仏典系列

　       13:30-15:30

16
(読)仏典系列

　       13:30-15:30

23
(読)仏典系列

　       13:30-15:30

4

11

18

25
(読経)《慈悲三昧水懺》

           20:15-22:00

5

12

19
ボランティア研修

(日本語)  10:00-15:00

26
(読経)《慈悲三昧水懺》

          20:15-22:00

夜回り  17:30-

日

1元旦

8

15
ボランティア研修

(日本語)  10:00-15:00

22
(読経)慈悲三昧水懺》　

　　　　　20:15-22:00

夜回り　  17:30-

29
(読経)《地蔵経》

          20:15-22:00
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上人開示

盤
點
生
命
勤
造
福 

近
來
總
是
鼓
勵
大
家
﹁
盤
點
生
命
﹂，

回
顧
此
生
所
做
的
事
。
我
也
一
直
在
自
我

盤
點
，
其
中
最
有
成
就
、
最
感
恩
的
，
是

因
為
有
你
、
有
他
，
有
這
麼
多
人
有
志
一

同
，
走
過
五
十
多
年
的
慈
濟
路
。
生
命
是

隨
著
分
秒
消
逝
，
而
天
下
苦
難
偏
多
，
我

們
要
啟
發
人
人
生
命
的
光
，
及
時
為
人
間

付
出
愛
，
為
黑
暗
帶
來
光
明
，
發
揮
生
命

的
功
能
和
價
值
。

在
菲
律
賓
保
和
島
、
三
寶
顏
等
地
，

有
些
居
民
生
活
本
來
就
比
較
困
難
，
再
加

上
這
一
波
新
冠
疫
情
，
情
況
更
是
雪
上
加

霜
。
例
如
有
許
多
視
障
按
摩
師
少
了
工

作
機
會
，
而
當
地
的
三
輪
車
和
吉
普
尼

司
機
，
因
為
沒
有
觀
光
客
就
影
響
收
入
，

為
求
生
存
甚
至
要
去
乞
討
。
慈
濟
人
不

忍
心
，
會
合
大
眾
的
愛
心
去
幫
助
他
們
，

由
於
感
受
到
慈
濟
的
愛
，
為
表
達
感
恩
，

有
人
主
動
到
商
店
四
周
介
紹
：﹁
這
就
是

慈
濟
，做
很
多
好
事
。﹂
即
使
生
活
不
富
裕
，

他
們
也
願
意
捐
竹
筒
，
效
法
志
工
勸
募
或

說
好
話
勸
素
。

感
恩
有
菲
律
賓
慈
濟
人
，
雖
然
人
數

不
多
，
但
是
用
心
紓
困
、
救
貧
，
從
去
年

至
今
已
為
二
十
多
萬
戶
發
放
生
活
物
資
；

雖
然
我
們
無
法
給
予
十
分
的
幫
助
，
但
是

他
們
能
感
受
到
那
一
分
心
靈
的
溫
馨
，
也

得
到
很
大
的
支
持
力
量
。
當
地
企
業
家
願

意
放
下
身
段
，
深
入
偏
遠
地
區
付
出
，
則

感
動
了
當
地
民
眾
加
入
，
發
揮
愛
心
。

布
施
不
是
有
錢
人
的
專
利
，
而
是
有

心
人
的
付
出
，
人
人
都
可
以
做
到
；
愛
心

不
但
用
不
完
，
反
而
是
越
付
出
越
富
有
，

越
投
入
越
法
喜
充
滿
。
若
有
人
說
：﹁
我

的
生
活
不
是
很
好
，
如
何
幫
助
別
人
？
﹂

我
們
可
以
分
享
緬
甸
貧
民
日
存
米
撲
滿

的
故
事
，
來
勉
勵
大
家
﹁
日
食
八
分
飽
，

二
分
救
人
好
﹂
。
假
如
大
家
心
心
念
念
都

是
要
助
人
、
造
福
，
怎
麼
會
有
窮
困
的

人
？
怎
麼
會
你
爭
我
奪
？
世
間
怎
會
不
平

安
？
只
要
用
愛
殷
勤
付
出
、
為
善
競
爭
，

不
求
物
質
享
受
，
更
多
貧
病
殘
疾
的
人

即
能
得
救
。

回
溯
過
去
，
盤
點
生
命
，
我
們
能
助

人
實
在
是
有
福
之
人
，
生
命
很
有
價
值
，

值
得
讚
歎
。
然
而
只
靠
少
數
人
行
善
，
力

量
很
微
薄
、
很
有
限
，
應
該
帶
動
群
眾
，

人
間
菩
薩
廣
招
生
，
鼓
勵
於
現
在
，
力
行

於
未
來
。
希
望
大
家
發
心
立
願
，
不
求
付

出
很
多
，
只
求
翻
轉
人
心
向
善
，
有
善
就

有
福
，
可
以
減
輕
災
難
。

行
善
不
怕
小
、
不
怕
少
，
只
要
開
口

說
、
動
手
做
，
累
積
心
量
、
物
量
、
力
量
，

點
點
滴
滴
也
能
匯
聚
成
江
河
，
滋
潤
飢

渴
眾
生
。
當
社
會
累
善
積
福
，
這
股
氣
就

會
像
一
層
保
護
膜
，
能
讓
世
間
多
一
分
平

安
。

靜
思

2022年
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靜
思

こ
の
頃
い
つ
も
、
皆
さ
ん
に
は
「
生
命

を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
」
と
促
し
、
こ

の
人
生
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
回
顧
す
る

よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
私
も
ず
っ
と
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
最
も
う
ま
く
行
っ
た
こ
と
、
最
も

感
謝
し
た
こ
と
は
、
あ
な
た
が
い
て
、
あ

の
人
が
い
て
、
こ
ん
な
に
多
く
の
同
志
が

い
た
お
か
げ
で
、
と
も
に
五
十
数
年
の
慈

濟
の
道
を
歩
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
生
命
は
分
秒
単
位
で
消
え
て
い
き
、

こ
の
世
界
は
苦
難
に
満
ち
て
い
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
私
た
ち
は
人
々
の
生
命
の
光
を
啓

発
し
、
た
だ
ち
に
人
の
世
の
た
め
に
愛
を

差
し
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
暗
闇
に
光

明
を
も
た
ら
し
、
生
命
の
効
能
や
価
値
を

発
揮
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ボ
ホ
ー
ル
島
や
サ
ン
ボ

ア
ン
ガ
な
ど
で
は
、
暮
ら
し
向
き
が
も
と

も
と
苦
し
い
住
民
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
の
た
め
、
状
況
は
い
っ
そ
う
厳

し
く
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
視
覚
障
害
者

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は
仕
事
の
機
会
が
減
り
、

現
地
の
三
輪
タ
ク
シ
ー
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
は
観
光
客
が
い
な
く
な
っ
た
た

め
、
た
ち
ま
ち
収
入
に
影
響
が
出
て
、
生

き
る
た
め
に
物
乞
い
す
る
ま
で
に
至
り
ま

し
た
。
慈
濟
人
は
こ
の
あ
り
さ
ま
を
見
か

ね
て
、
人
々
の
愛
の
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
、

彼
ら
を
支
援
し
に
行
き
ま
し
た
。
そ
う
す

る
と
、
慈
濟
の
愛
を
受
け
入
れ
、
感
謝
の

思
い
を
表
そ
う
と
、
自
ら
商
店
の
と
こ
ろ

ま
で
来
て
周
囲
の
人
々
に
向
か
い
、「
こ
れ

は
慈
濟
で
す
。
良
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
し

て
く
れ
ま
し
た
」
と
紹
介
す
る
人
ま
で
現

れ
ま
し
た
。
た
と
え
暮
ら
し
向
き
が
豊
か

で
な
く
て
も
、
彼
ら
も
ま
た
竹
筒
貯
金
を

行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
習
っ
て
募
金

活
動
を
し
た
り
、
菜
食
を
勧
め
る
話
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
慈
濟
人
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
人
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

彼
ら
は
心
を
こ
め
て
苦
難
を
和
ら
げ
、
貧

困
を
救
済
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
今
に

い
た
る
ま
で
、
す
で
に
二
十
万
戸
以
上
の

家
庭
に
生
活
物
資
を
配
布
し
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
十
分
な
手
助
け
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
彼
ら
は
温
か
い
心
を
受
け
取
り
、

大
き
な
支
援
の
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
地
の
企
業
家
は
自
ら
足
を
伸
ば

し
、
遠
隔
の
地
に
も
分
け
入
っ
て
尽
力
す

る
こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
現
地
の

人
々
が
自
ら
参
加
し
て
愛
の
心
を
発
揮
し

て
く
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
の
で
す
。

布
施
は
金
持
ち
の
人
の
特
権
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
心
あ
る
人
が
差
し
出
す

も
の
で
あ
り
、
誰
も
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
な
の
で
す
。
愛
の
心
は
使
い
尽
く

せ
る
も
の
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は

出
せ
ば
出
す
ほ
ど
豊
か
に
な
り
、
ま
た
尽

く
せ
ば
尽
く
す
ほ
ど
喜
び
が
湧
い
て
き
ま

す
。
も
し
「
私
の
暮
ら
し
は
良
く
な
い
の

に
、
ど
う
し
て
他
人
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
」
と
言
う
人
が
い
れ
ば
、

私
た
ち
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
貧
し
い
人
た
ち

の
日
々
の
米
の
蓄
え
の
話
を
し
て
、「
一

日
は
八
分
食
べ
れ
ば
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
、
残

り
の
二
分
で
人
を
助
け
れ
ば
良
い
」
と

言
っ
て
、
皆
さ
ん
を
励
ま
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
心
の
中
で
ど
ん
な
に
人
を
助
け
、

幸
せ
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
困
窮
し
た

人
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
し
て
私
た
ち
の
間
に
は
争
い
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
世
の
中
は
平
和

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、

た
だ
愛
に
よ
っ
て
真
心
の
力
を
尽
く
し
、

善
の
た
め
に
競
争
し
、
物
資
の
享
受
を
求

め
な
け
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
貧
困
、
病
気
、

障
害
に
苦
し
む
人
々
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

過
去
を
遡
っ
て
生
命
を
見
つ
め
直
せ

ば
、
私
た
ち
が
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
は
実
際
、
幸
せ
な
人
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
生
命
は
価
値
が
あ
り
、
賛

嘆
に
値
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

善
を
行
う
少
数
の
人
に
頼
っ
て
い
る
た
め

に
、
力
は
微
弱
で
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
人
々
を
伴
い
、
人
間
菩
薩
を
広
く

募
集
し
て
、
今
は
励
ま
す
ば
か
り
で
す
が
、

い
つ
か
は
彼
ら
に
力
を
尽
く
し
て
も
ら
わ

な
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
発
心
し

て
願
を
立
て
、
た
と
え
多
く
を
出
さ
ず
と

も
、
人
々
の
心
を
善
に
向
け
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
そ
う
す
れ

ば
、
善
い
人
は
幸
せ
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
ま
た
災
難
を
軽
減
す
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

善
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
小

さ
い
こ
と
、
少
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
た
だ
口
を
開
い
て
語
り
、
手

上人開示

訳
/
金
子
昭

生
命
を
見
つ
め
直
し

幸
せ
作
り
に
励
み
ま
し
ょ
う

1

022021.12

を
動
か
し
て
行
い
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
。
心
や
物
や
力
が
蓄
積
し
て
い
け
ば
、

そ
の
一
滴
一
滴
が
集
ま
っ
て
や
が
て
大
河

に
な
り
、
飢
え
渇
い
た
人
々
を
潤
す
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
社
会
が
善
を
重
ね
、

幸
せ
を
増
し
て
い
け
ば
、
こ
の
気
風
が
世

の
中
を
保
護
す
る
か
の
よ
う
に
覆
い
、
よ

り
多
く
の
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
　

■
上  

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
竹
筒

貯
金
箱
を
持
っ
て
募
金
活
動
に
参
加
す
る
。

写
真
/
慈
濟
本
部
提
供 

■
下  

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
支
給
し
た
物
資
の
一

部
。
写
真
/
慈
濟
本
部
提
供 
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いつも「日本慈濟世界」にご支援頂きありがとう
ございます。これからもご協力下さいますよう、
宜しくお願い致します。
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表紙写真：

證嚴上人最近一直在說「火金姑」，螢

火蟲閃閃發亮，哪怕螢火蟲很小，只

要黑暗的地方，螢火蟲群飛起來，很

壯觀。

一燈能破千年暗，即使燈光微弱如螢

火蟲的微光，但是多盞點亮，就能畫

破黑暗。

眾人的小小的愛心若能被啟發，匯集

起大愛，必能為這世間造大福，邀約

人間菩薩一起來造福。攝影 /日本分會
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